
(57)【要約】

【課題】データ駆動部の出力線数を減少させると同時に

十分な駆動時間を確保できるようにした画素とこれを利

用した有機電界発光表示装置及びその駆動方法を提供す

る。

【解決手段】水平期間の間それぞれの出力線に複数のデ

ータ信号及びリセット電圧を供給する段階と、デマルチ

プレクサを利用して前記出力線に供給される複数のデー

タ信号及びリセット電圧を複数のデータ線に供給する段

階と、現在走査線に走査信号が供給される期間の間前記

複数のデータ線に接続された前記画素それぞれに前記デ

ータ信号に対応される電圧を充電する段階と、前記充電

された電圧に対応する光が前記画素から発光する段階と

、を含む。

【選択図】図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 平 期 間 の 間 そ れ ぞ れ の 出 力 線 に 複 数 の デ ー タ 信 号 及 び リ セ ッ ト 電 圧 を 供 給 す る 段 階 と
、
　 デ マ ル チ プ レ ク サ を 利 用 し て 前 記 出 力 線 に 供 給 さ れ る 複 数 の デ ー タ 信 号 及 び リ セ ッ ト 電
圧 を 複 数 の デ ー タ 線 に 供 給 す る 段 階 と 、
　 現 在 走 査 線 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 前 記 複 数 の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ た 前 記 画 素
そ れ ぞ れ に 前 記 デ ー タ 信 号 に 対 応 さ れ る 電 圧 を 充 電 す る 段 階 と 、
　 前 記 充 電 さ れ た 電 圧 に 対 応 す る 光 が 前 記 画 素 か ら 発 光 す る 段 階 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 そ れ ぞ れ の デ ー タ 線 に は 前 記 デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ た 以 後 に 前 記 リ セ ッ ト 電 圧 が 供 給 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 水 平 期 間 の 間 前 記 出 力 線 に ｉ （ ｉ は 自 然 数 ） 個 の デ ー タ 信 号 及 び ｉ 個 の リ セ ッ ト 電
圧 が 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 画 素 は 以 前 走 査 線 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 前 記 画 素 そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ た
初 期 化 電 源 に よ っ て 初 期 化 さ れ て 、 前 記 現 在 走 査 線 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 自 分
に 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 に 対 応 さ れ る 電 圧 を 充 電 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 初 期 化 電 源 は 、
　 前 記 デ ー タ 信 号 の 電 圧 よ り 低 い 電 圧 値 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の
有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 画 素 は 、
　 以 前 走 査 線 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 前 記 リ セ ッ ト 電 圧 に よ っ て 初 期 化 さ れ て 、
前 記 現 在 走 査 線 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 自 分 に 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 に 対 応 さ れ
る 電 圧 を 充 電 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 リ セ ッ ト 電 圧 は 、
　 前 記 デ ー タ 信 号 の 電 圧 よ り 低 い 電 圧 値 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の
有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 デ マ ル チ プ レ ク サ は 、
　 前 記 出 力 線 と 複 数 の デ ー タ 線 の 間 に 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 含 み 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 前 記 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 順 次 タ ー ン オ ン さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 水 平 期 間 ご と に そ れ ぞ れ の 出 力 線 に 複 数 の デ ー タ 信 号 及 び リ セ ッ ト 電 圧 を 供 給 す る た め
の デ ー タ 駆 動 部 と 、
　 前 記 出 力 線 ご と に 設 置 さ れ て 前 記 複 数 の デ ー タ 信 号 及 び リ セ ッ ト 電 圧 を 複 数 の デ ー タ 線
に 供 給 す る た め の デ マ ル チ プ レ ク サ と 、
　 前 記 水 平 期 間 ご と に 走 査 線 に 走 査 信 号 を 順 次 供 給 す る た め の 走 査 駆 動 部 と 、
　 前 記 デ ー タ 線 及 び 走 査 線 に 接 続 さ れ る 画 素 を 含 み 、
　 前 記 画 素 そ れ ぞ れ は 以 前 走 査 線 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 前 記 リ セ ッ ト 電 圧 に よ っ て 初
期 化 さ れ て 、 現 在 走 査 線 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 前 記 デ ー タ 信 号 に 対 応 さ れ る 電 圧 を 充
電 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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　 前 記 デ マ ル チ プ レ ク サ は 、
　 そ れ ぞ れ の デ ー タ 線 に 前 記 デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ た 以 後 に 前 記 リ セ ッ ト 電 圧 を 供 給 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は 、
　 前 記 水 平 期 間 の 間 ｉ （ ｉ は 自 然 数 ） 個 の デ ー タ 信 号 及 び ｉ 個 の リ セ ッ ト 電 圧 を 供 給 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 デ マ ル チ プ レ ク サ そ れ ぞ れ は 、
　 前 記 出 力 線 と 複 数 の デ ー タ 線 の 間 に 位 置 さ れ る 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 具 備 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 順 次 タ ー ン オ ン さ せ る た め
に 複 数 の 制 御 信 号 を 順 次 供 給 す る た め の デ マ ル チ プ レ ク サ 制 御 部 を さ ら に 具 備 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 画 素 そ れ ぞ れ は 、
　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド と 、
　 前 記 デ ー タ 信 号 に 対 応 さ れ る 電 圧 を 充 電 す る た め の ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ と 、
前 記 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ に 充 電 さ れ た 電 圧 に 対 応 さ れ る 電 流 を 前 記 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド
に 供 給 す る た め の 第 １ ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 前 記 デ ー タ 線 、 現 在 走 査 線 及 び 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ の 第 ２ 電 極 に 接 続 さ れ て 前 記 現 在
走 査 線 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ ン さ れ る 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ の 第 １ 電 極 と ゲ ー ト 電 極 の 間 に 接 続 さ れ て 前 記 現 在 走 査 線 に 走 査
信 号 が 供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ ン さ れ る 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 と 前 記 デ ー タ 線 の 間 に 接 続 さ れ て 前 記 以 前 走 査 線 に
走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ ン さ れ る 第 ６ ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 と 前 記 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ の 間 に 接 続 さ れ る 第 ４
ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ の 第 ２ 電 極 と 前 記 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 間 に 接 続 さ れ る 第 ５ ト ラ
ン ジ ス タ と 、
　 を さ ら に 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ 及 び 第 ５ ト ラ ン ジ ス タ は 、
　 前 記 走 査 駆 動 部 か ら 発 光 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ フ さ れ て 、 そ れ 以 外 の 期 間 の
間 タ ー ン オ ン さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 発 光 制 御 信 号 は 、
　 前 記 以 前 走 査 線 及 び 現 在 走 査 線 に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 と 重 畳 さ れ る よ う に 供 給 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド と 、
　 デ ー タ 線 に 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 に 対 応 さ れ る 電 圧 を 充 電 す る た め の ス ト レ ー ジ キ ャ パ
シ タ と 、
　 前 記 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ に 充 電 さ れ た 電 圧 に 対 応 さ れ る 電 流 を 前 記 有 機 発 光 ダ イ オ ー
ド に 供 給 す る た め の 第 １ ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 前 記 デ ー タ 線 、 現 在 走 査 線 及 び 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ の 第 ２ 電 極 に 接 続 さ れ て 前 記 現 在
走 査 線 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ ン さ れ る 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ と 、
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　 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ の 第 １ 電 極 と ゲ ー ト 電 極 の 間 に 接 続 さ れ て 前 記 現 在 走 査 線 に 走 査
信 号 が 供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ ン さ れ る 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 と 前 記 デ ー タ 線 の 間 に 接 続 さ れ て 前 記 以 前 走 査 線 に
走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ ン さ れ る 第 ６ ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 画 素 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ の 第 １ 電 極 と 前 記 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ の 間 に 接 続 さ れ る 第 ４ ト
ラ ン ジ ス タ と 、
　 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ の 第 ２ 電 極 と 前 記 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 間 に 接 続 さ れ る 第 ５ ト ラ
ン ジ ス タ と 、
　 を さ ら に 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 画 素 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 画 素 と こ れ を 利 用 し た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 駆 動 方 法 に 関 し 、 特 に
、 デ ー タ 駆 動 部 の 出 力 線 数 を 減 少 さ せ る と 同 時 に 十 分 な 駆 動 時 間 を 確 保 で き る よ う に し た
画 素 と こ れ を 利 用 し た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 駆 動 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 陰 極 線 管 (Cathode　 Ray　 Tube)の 短 所 で あ る 重 さ と 体 積 を 減 ら す こ と が で き る 各
種 平 板 表 示 装 置 が 開 発 さ れ て い る 。 平 板 表 示 装 置 と し て は 液 晶 表 示 装 置 (Liquid　 Crystal
　 Display)、 電 界 放 出 表 示 装 置 (Field　 Emission　 Display)、 プ ラ ズ マ 表 示 パ ネ ル (Plasm
a　 Display　 Panel)、 及 び 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 (Organic　 Light　 Emitting　 Display　
Device)な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 平 板 表 示 装 置 の 中 で 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 は 、 電 子 と 正 孔 の 再 結 合 に よ っ て 光 を 発 生 す
る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド (Organic　 Light　 Emitting　 Diode)を 利 用 し て 映 像 を 表 示 す る 。
こ の よ う な 、 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 は 早 い 応 答 速 度 を 持 つ と 同 時 に 低 い 消 費 電 力 で 駆 動 さ
れ る と い う 長 所 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 的 な 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 は 、 画 素 ご と に 形 成 さ れ る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 利 用 し て
デ ー タ 信 号 に 対 応 さ れ る 電 流 を 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド に 供 給 す る こ と で 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド
か ら 光 を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 1は 、 従 来 の 一 般 的 な 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。
　 図 1を 参 照 す れ ば 、 従 来 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 は 走 査 線 S1な い し Sn及 び デ ー タ 線 D1な
い し Dmの 交 差 領 域 に 形 成 さ れ た 画 素 40を 含 む 画 素 部 30と 、 走 査 線 S1な い し Sn及 び 発 光 制 御
線 E1な い し Enを 駆 動 す る た め の 走 査 駆 動 部 10と 、 デ ー タ 線 D1な い し Dmを 駆 動 す る た め の デ
ー タ 駆 動 部 20と 、 走 査 駆 動 部 10及 び デ ー タ 駆 動 部 20を 制 御 す る た め の タ イ ミ ン グ 制 御 部 50
を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 走 査 駆 動 部 10は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 50か ら 供 給 さ れ る 走 査 駆 動 制 御 信 号 SCSに 応 答 し て
走 査 信 号 を 生 成 し て 、 生 成 さ れ た 走 査 信 号 を 走 査 線 S1な い し Snに 順 次 供 給 す る 。 ま た 、 走
査 駆 動 部 10は 走 査 駆 動 制 御 信 号 SCSに 応 答 し て 発 光 制 御 信 号 を 生 成 し て 、 生 成 さ れ た 発 光
制 御 信 号 を 発 光 制 御 線 E1な い し Enに 順 次 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 20は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 50か ら 供 給 さ れ る デ ー タ 駆 動 制 御 信 号 DCSに 応 答
し て デ ー タ 信 号 を 生 成 し て 、 生 成 さ れ た デ ー タ 信 号 を デ ー タ 線 D1な い し Dmに 供 給 す る 。 こ
の 時 、 デ ー タ 駆 動 部 20は そ れ ぞ れ の 水 平 期 間 1Hご と に 一 ラ イ ン 分 の デ ー タ 信 号 を デ ー タ 線
D1な い し Dmに 供 給 す る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 タ イ ミ ン グ 制 御 部 50は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 同 期 信 号 に 対 応 し て デ ー タ 駆 動 制 御 信 号 DC
S及 び 走 査 駆 動 制 御 信 号 SCSを 生 成 す る 。 タ イ ミ ン グ 制 御 部 50か ら 生 成 さ れ た デ ー タ 駆 動 制
御 信 号 DCSは デ ー タ 駆 動 部 20に 供 給 さ れ て 、 走 査 駆 動 制 御 信 号 SCSは 走 査 駆 動 部 10に 供 給 さ
れ る 。 そ し て 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 50は 外 部 か ら 供 給 さ れ る デ ー タ を 再 整 列 し て デ ー タ 駆 動
部 20に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 画 素 部 30は 、 外 部 か ら 第 1電 源 ELVDD及 び 第 2電 源 ELVSSの 供 給 を 受 け て 画 素 40そ れ ぞ れ に
供 給 す る 。 第 1電 源 ELVDD及 び 第 2電 源 ELVSSの 供 給 を 受 け た 画 素 40は 、 デ ー タ 信 号 に 対 応 し
て 第 1電 源 ELVDDか ら 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDを 経 由 し て 第 2電 源 ELVSSに 流 れ る 電 流 量 を 制
御 す る 。 こ こ で 、 画 素 40の 発 光 時 間 は 発 光 制 御 信 号 に 対 応 し て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に 駆 動 さ れ る 従 来 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 に お い て 、 画 素 40そ れ ぞ れ は 走 査 線
S1な い し Sn及 び デ ー タ 線 D1な い し Dmの 交 差 部 に 位 置 さ れ る 。 こ こ で 、 デ ー タ 駆 動 部 20は m
本 の デ ー タ 線 D1な い し Dmそ れ ぞ れ に デ ー タ 信 号 を 供 給 す る よ う に m本 の 出 力 線 を 具 備 す る
。 す な わ ち 、 従 来 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 に お い て デ ー タ 駆 動 部 20は 、 デ ー タ 線 D1な い し
Dmと 同 じ 数 の 出 力 線 を 具 備 す る 。 こ の た め に 、 デ ー タ 駆 動 部 20は 複 数 の デ ー タ 駆 動 回 路 を
含 み 、 こ れ に よ っ て 製 造 コ ス ト が 上 昇 す る と い う 問 題 点 が 発 生 す る 。 特 に 、 画 素 部 30の 解
像 度 及 び サ イ ズ が 大 き く な る ほ ど デ ー タ 駆 動 部 20は さ ら に 多 く の 出 力 線 を 含 み 、 こ れ に よ
っ て 製 造 コ ス ト が さ ら に 上 昇 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 日 本 特 許 公 開 第 2005－ 091724号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 日 本 特 許 公 開 第 2003－ 186437号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 日 本 特 許 公 開 第 2002－ 287697号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 上 記 従 来 の 問 題 点 を 解 消 す る た め に 導 出 さ れ た 発 明 で 、 本 発 明 の
目 的 は 、 デ ー タ 駆 動 部 の 出 力 線 数 を 減 少 さ せ る と 同 時 に 十 分 な 駆 動 時 間 を 確 保 で き る よ う
に し た 画 素 及 び こ れ を 利 用 し た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 駆 動 方 法 を 提 供 す る こ と で
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 目 的 を 果 た す た め に 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 は 、
水 平 期 間 の 間 そ れ ぞ れ の 出 力 線 に 複 数 の デ ー タ 信 号 及 び リ セ ッ ト 電 圧 を 供 給 す る 段 階 と 、
デ マ ル チ プ レ ク サ を 利 用 し て 前 記 出 力 線 に 供 給 さ れ る 複 数 の デ ー タ 信 号 及 び リ セ ッ ト 電 圧
を 複 数 の デ ー タ 線 に 供 給 す る 段 階 と 、 現 在 走 査 線 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 前 記 複
数 の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ た 前 記 画 素 そ れ ぞ れ に 前 記 デ ー タ 信 号 に 対 応 さ れ る 電 圧 を 充 電 す
る 段 階 と 、 前 記 充 電 さ れ た 電 圧 に 対 応 す る 光 が 前 記 画 素 か ら 発 光 す る 段 階 と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 は 、 水 平 期 間 ご と に そ れ ぞ れ の 出 力 線 に 複
数 の デ ー タ 信 号 及 び リ セ ッ ト 電 圧 を 供 給 す る た め の デ ー タ 駆 動 部 と 、 前 記 出 力 線 ご と に 設
置 さ れ て 前 記 複 数 の デ ー タ 信 号 及 び リ セ ッ ト 電 圧 を 複 数 の デ ー タ 線 に 供 給 す る た め の デ マ
ル チ プ レ ク サ と 、 前 記 水 平 期 間 ご と に 走 査 線 に 走 査 信 号 を 順 次 供 給 す る た め の 走 査 駆 動 部
と 、 前 記 デ ー タ 線 及 び 走 査 線 に 接 続 さ れ る 画 素 を 含 み 、 前 記 画 素 そ れ ぞ れ は 以 前 走 査 線 に
走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 前 記 リ セ ッ ト 電 圧 に よ っ て 初 期 化 さ れ て 、 現 在 走 査 線 に 走 査 信 号
が 供 給 さ れ る 時 前 記 デ ー タ 信 号 に 対 応 さ れ る 電 圧 を 充 電 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 画 素 は 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド と 、 デ ー タ 線 に 供 給 さ れ る デ ー タ 信
号 に 対 応 さ れ る 電 圧 を 充 電 す る た め の ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ と 、 前 記 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ
タ に 充 電 さ れ た 電 圧 に 対 応 さ れ る 電 流 を 前 記 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド に 供 給 す る た め の 第 1ト
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ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 デ ー タ 線 、 現 在 走 査 線 及 び 前 記 第 1ト ラ ン ジ ス タ の 第 2電 極 に 接 続 さ れ
て 前 記 現 在 走 査 線 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ ン さ れ る 第 2ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記
第 1ト ラ ン ジ ス タ の 第 1電 極 と ゲ ー ト 電 極 の 間 に 接 続 さ れ て 前 記 現 在 走 査 線 に 走 査 信 号 が 供
給 さ れ る 時 タ ー ン オ ン さ れ る 第 3ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 第 1ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 と 前
記 デ ー タ 線 の 間 に 接 続 さ れ て 前 記 以 前 走 査 線 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ ン さ れ る
第 6ト ラ ン ジ ス タ と を 具 備 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 画 素 及 び こ れ を 利 用 し た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置
及 び そ の 駆 動 方 法 に よ れ ば 、 一 つ の 出 力 線 に 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 を 複 数 の デ ー タ 線 に 供
給 す る の で 、 製 造 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る と い う 長 所 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ た 以 後 に リ セ ッ ト 電 圧 を 供 給 す る の で 、
走 査 信 号 と 制 御 信 号 を 重 畳 し て 供 給 す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 画 素 の 充 電 時 間 を 長 く
す る こ と が で き る と い う 長 所 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 リ セ ッ ト 電 圧 を 利 用 し て 画 素 を 初 期 化 す る の で 、 画 素 の 構 造 を
簡 略 化 す る こ と が で き る と い う 長 所 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お い て 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 が 本 発 明 を 容 易 に 実 施 す
る こ と が で き る 好 ま し い 実 施 例 を 添 付 さ れ た 図 2な い し 図 9を 参 照 し て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 2は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。
　 図 2を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 は 、 走 査 駆 動 部 110、 デ
ー タ 駆 動 部 120、 画 素 部 130、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 150、 デ マ ル チ プ レ ク サ 凸 部 160、 デ マ ル チ
プ レ ク サ 制 御 部 170及 び デ ー タ キ ャ パ シ タ Cdataを 具 備 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 画 素 部 130は 、 走 査 線 S1な い し Sn及 び デ ー タ 線 D1な い し Dmに よ っ て 区 画 さ れ た 領 域 に 位
置 さ れ る 複 数 の 画 素 140を 具 備 す る 。 画 素 140そ れ ぞ れ は デ ー タ 線 Dか ら 供 給 さ れ る デ ー タ
信 号 に 対 応 し て 所 定 輝 度 の 光 を 生 成 す る 。 こ の た め に 、 画 素 140そ れ ぞ れ は 2本 の 走 査 線 、
一 本 の デ ー タ 線 、 第 1電 源 ELVDDを 供 給 す る た め の 電 源 線 (図 示 せ ず )及 び 初 期 化 電 源 を 供 給
す る た め の 初 期 化 電 源 線 (図 示 せ ず )に 接 続 さ れ る 。 例 え ば 、 最 後 の 水 平 ラ イ ン に 位 置 さ れ
た 画 素 140そ れ ぞ れ は 第 n-1走 査 線 Sn-1、 第 n走 査 線 Sn、 デ ー タ 線 D、 電 源 線 及 び 初 期 化 電 源
線 に 接 続 さ れ る 。 一 方 、 一 番 目 水 平 ラ イ ン に 位 置 さ れ た 画 素 140に 接 続 さ れ る よ う に 図 示
さ れ て い な い 走 査 線 (例 え ば 、 第 0走 査 線 S0)が 追 加 具 備 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 走 査 駆 動 部 110は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 150か ら 供 給 さ れ る 走 査 駆 動 制 御 信 号 SCSに 応 答 し
て 走 査 信 号 を 生 成 し て 、 生 成 さ れ た 走 査 信 号 を 走 査 線 S1な い し Snに 順 次 供 給 す る 。 こ こ で
、 走 査 駆 動 部 110は 、 図 4の よ う に 走 査 信 号 を 1水 平 期 間 1H中 一 部 期 間 の み に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ を 詳 し く 説 明 す れ ば 、 本 発 明 の 第 1実 施 例 に お い て 一 つ の 水 平 期 間 1Hは 、 走 査 期 間
及 び デ ー タ 期 間 に 分 割 さ れ る 。 走 査 駆 動 部 110は 、 一 つ の 水 平 期 間 1H中 走 査 期 間 の 間 走 査
線 Sに 走 査 信 号 を 供 給 す る 。 そ し て 、 走 査 駆 動 部 110は 一 つ の 水 平 期 間 1H中 デ ー タ 期 間 の 間
走 査 信 号 を 供 給 し な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 走 査 駆 動 部 110は 走 査 駆 動 制 御 信 号 SCSに 応 答 し て 発 光 制 御 信 号 を 生 成 し て 、 生 成
さ れ た 発 光 制 御 信 号 を 発 光 制 御 線 E1な い し Enに 順 次 供 給 す る 。 こ こ で 、 発 光 制 御 信 号 は 少
な く と も 2個 の 水 平 期 間 の 間 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 デ ー タ 駆 動 部 120は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 150か ら 供 給 さ れ る デ ー タ 駆 動 制 御 信 号 DCSに 応
答 し て デ ー タ 信 号 を 生 成 し て 、 生 成 さ れ た デ ー タ 信 号 を 出 力 線 O1な い し Om/iに 供 給 す る 。
こ こ で 、 デ ー タ 駆 動 部 120は 一 つ の 水 平 期 間 1H間 そ れ ぞ れ の 出 力 線 O1な い し Om/Iに 図 4の よ
う に 少 な く と も i(iは 2以 上 の 自 然 数 )個 の デ ー タ 信 号 を 順 次 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ を 詳 し く 説 明 す れ ば 、 デ ー タ 駆 動 部 120は 一 つ の 水 平 期 間 1H中 デ ー タ 期 間 の 間 、 実
際 画 素 に 供 給 さ れ る i個 の デ ー タ 信 号 R、 G、 Bを 順 次 供 給 す る 。 こ こ で 、 実 際 画 素 に 供 給 さ
れ る デ ー タ 信 号 R、 G、 Bが デ ー タ 期 間 の み に 供 給 さ れ る の で 、 実 際 に 画 素 に 供 給 さ れ る デ
ー タ 信 号 R、 G、 Bと 走 査 信 号 の 供 給 時 間 が 重 畳 さ れ な い 。 そ し て 、 デ ー タ 駆 動 部 120は 一 つ
の 水 平 期 間 1H中 走 査 期 間 の 間 、 輝 度 に 寄 与 し な い ダ ミ ー デ ー タ DDを 供 給 す る 。 こ こ で 、 ダ
ミ ー デ ー タ DDは 輝 度 に 寄 与 し な い デ ー タ で あ る か ら 供 給 さ れ な い こ と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 タ イ ミ ン グ 制 御 部 150は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 同 期 信 号 に 対 応 し て デ ー タ 駆 動 制 御 信 号 D
CS及 び 走 査 駆 動 制 御 信 号 SCSを 生 成 す る 。 タ イ ミ ン グ 制 御 部 150か ら 生 成 さ れ た デ ー タ 駆 動
制 御 信 号 DCSは 、 デ ー タ 駆 動 部 120に 供 給 さ れ て 、 走 査 駆 動 制 御 信 号 SCSは 走 査 駆 動 部 110に
供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 デ マ ル チ プ レ ク サ 凸 部 160は 、 m/i個 の デ マ ル チ プ レ ク サ 162を 具 備 す る 。 言 い 換 え て 、
デ マ ル チ プ レ ク サ 凸 部 160は 、 出 力 線 O1な い し Om/iと 同 じ 数 の デ マ ル チ プ レ ク サ 162を 具 備
し て 、 そ れ ぞ れ の デ マ ル チ プ レ ク サ 162は 出 力 線 O1な い し Om/Iの 中 で い ず れ か 一 つ に 接 続
さ れ る 。 そ し て 、 デ マ ル チ プ レ ク サ 162そ れ ぞ れ は I本 の デ ー タ 線 Dに 接 続 さ れ る 。 こ の よ
う な デ マ ル チ プ レ ク サ 162は デ ー タ 期 間 の 間 出 力 線 Oに 供 給 さ れ る i個 の デ ー タ 信 号 を I本 の
デ ー タ 線 Dに 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 一 本 の 出 力 線 Oに 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 を I本 の デ ー タ 線 Dに 供 給 す れ ば 、 デ
ー タ 駆 動 部 120に 含 ま れ る 出 力 線 Oの 数 が 急 激 に 減 少 さ れ る 。 例 え ば 、 iを 3に 仮 定 す れ ば デ
ー タ 駆 動 部 120に 含 ま れ た 出 力 線 Oの 数 は 従 来 の 1/3水 準 に 減 少 さ れ て 、 こ れ に よ っ て デ ー
タ 駆 動 部 120内 部 に 含 ま れ た デ ー タ 駆 動 回 路 の 数 も 減 少 す る 。 す な わ ち 、 本 発 明 で は デ マ
ル チ プ レ ク サ 162を 利 用 し て 一 本 の 出 力 線 Oに 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 を I本 の デ ー タ 線 Dに 供
給 す る こ と で 製 造 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る と い う 長 所 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 デ マ ル チ プ レ ク サ 制 御 部 170は 、 出 力 線 Oに 供 給 さ れ る i個 の デ ー タ 信 号 が I本 の デ ー タ 線
Dに 分 割 さ れ て 供 給 さ れ る よ う に 一 つ の 水 平 期 間 1H中 デ ー タ 期 間 の 間 、 i個 の 制 御 信 号 を デ
マ ル チ プ レ ク サ 162そ れ ぞ れ に 供 給 す る 。 こ こ で 、 デ マ ル チ プ レ ク サ 制 御 部 170は デ ー タ 期
間 の 間 供 給 さ れ る i個 の 制 御 信 号 が 図 4の よ う に 互 い に 重 畳 さ れ な い よ う に 順 次 供 給 す る 。
一 方 、 図 2で は デ マ ル チ プ レ ク サ 制 御 部 170が タ イ ミ ン グ 制 御 部 150の 外 部 に 設 置 さ れ た よ
う に 図 示 し た が 、 本 発 明 が こ れ に 限 定 さ れ る の で は な い 。 例 え ば 、 デ マ ル チ プ レ ク サ 制 御
部 170は タ イ ミ ン グ 制 御 部 150の 内 部 に 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 デ ー タ キ ャ パ シ タ Cdataは 、 デ ー タ 線 Dご と に そ れ ぞ れ 設 置 さ れ る 。 こ の よ う な デ ー タ キ
ャ パ シ タ Cdataは デ ー タ 線 Dに 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 を 臨 時 保 存 し て 、 保 存 さ れ た デ ー タ 信
号 を 画 素 140に 供 給 す る 。 こ こ で 、 デ ー タ キ ャ パ シ タ Cdataは デ ー タ 線 Dに 等 価 的 に 形 成 さ
れ る 寄 生 キ ャ パ シ タ と し て 利 用 さ れ る 。 実 際 に 、 デ ー タ 線 Dそ れ ぞ れ に 等 価 的 に 形 成 さ れ
る 寄 生 キ ャ パ シ タ は 、 画 素 140そ れ ぞ れ に 形 成 さ れ る ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ よ り 大 き い 容
量 を 持 つ か ら デ ー タ 信 号 を 安 定 的 に 保 存 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 3は 、 図 2に 示 さ れ た デ マ ル チ プ レ ク サ の 内 部 回 路 図 を 示 す 図 面 で あ る 。 図 3で は 説 明
の 便 宜 性 の た め に iを 3に 仮 定 す る 。 そ し て 、 図 3に は 一 番 目 出 力 線 O1に 接 続 さ れ た デ マ ル
チ プ レ ク サ 162を 図 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 図 3を 参 照 す れ ば 、 デ マ ル チ プ レ ク サ 162そ れ ぞ れ は 第 1ス イ ッ チ ン グ 素 子 T1、 第 2ス イ ッ
チ ン グ 素 子 T2及 び 第 3ス イ ッ チ ン グ 素 子 T3を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 1ス イ ッ チ ン グ 素 子 T1は 、 第 1出 力 線 O1と 第 1デ ー タ 線 D1の 間 に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う
な 第 1ス イ ッ チ ン グ 素 子 T1は デ マ ル チ プ レ ク サ 制 御 部 170か ら 第 1制 御 信 号 CS1が 供 給 さ れ る
時 タ ー ン オ ン さ れ て 第 1出 力 線 O1に 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 を 第 1デ ー タ 線 D1に 供 給 す る 。 第
1制 御 信 号 CS1が 供 給 さ れ る 時 第 1デ ー タ 線 D1に 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 は 第 1デ ー タ キ ャ パ シ
タ CdataRに 臨 時 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 2ス イ ッ チ ン グ 素 子 T2は 、 第 1出 力 線 O1と 第 2デ ー タ 線 D2の 間 に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う
な 第 2ス イ ッ チ ン グ 素 子 T2は デ マ ル チ プ レ ク サ 制 御 部 170か ら 第 2制 御 信 号 CS2が 供 給 さ れ る
時 タ ー ン オ ン さ れ て 第 1出 力 線 O1に 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 を 第 2デ ー タ 線 D2に 供 給 す る 。 第
2制 御 信 号 CS2が 供 給 さ れ る 時 第 2デ ー タ 線 D2に 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 は 第 2デ ー タ キ ャ パ シ
タ CdataGに 臨 時 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 3ス イ ッ チ ン グ 素 子 T3は 、 第 1出 力 線 O1と 第 3デ ー タ 線 D3の 間 に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う
な 第 3ス イ ッ チ ン グ 素 子 T3は デ マ ル チ プ レ ク サ 制 御 部 170か ら 第 3制 御 信 号 CS3が 供 給 さ れ る
時 タ ー ン オ ン さ れ て 第 1出 力 線 O1に 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 を 第 3デ ー タ 線 D3に 供 給 す る 。 第
3制 御 信 号 CS3が 供 給 さ れ る 時 第 3デ ー タ 線 D3に 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 は 第 3デ ー タ キ ャ パ シ
タ CdataBに 臨 時 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 5は 、 図 2に 示 さ れ た 画 素 の 第 1実 施 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 図 5に 示 さ れ た 画 素 の 構 造
は 本 発 明 の 一 例 と し て 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 5を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 画 素 140そ れ ぞ れ は 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDと 、 デ ー タ 線
D、 走 査 線 Sn及 び 発 光 制 御 線 Enに 接 続 さ れ て 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDを 制 御 す る た め の 画
素 回 路 142を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDの ア ノ ー ド 電 極 は 画 素 回 路 142に 接 続 さ れ て 、 カ ソ ー ド 電 極 は
第 2電 源 ELVSSに 接 続 さ れ る 。 第 2電 源 ELVSSは 第 1電 源 ELVDDよ り 低 い 電 圧 、 例 え ば グ ラ ウ ン
ド 電 圧 な ど に 設 定 さ れ る 。 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDは 画 素 回 路 142か ら 供 給 さ れ る 電 流 量
に 対 応 さ れ て 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 な ど 、 い ず れ か 一 つ の 光 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 画 素 回 路 142は 、 第 1電 源 ELVDDと 初 期 化 電 源 Vintの 間 に 接 続 さ れ る ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ
タ Cst及 び 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6と 、 第 1電 源 ELVDDと 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDの 間 に 接 続 さ れ
る 第 4ト ラ ン ジ ス タ M4、 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1、 第 5ト ラ ン ジ ス タ M5と 、 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の
ゲ ー ト 電 極 と 第 1電 極 の 間 に 接 続 さ れ る 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3と 、 デ ー タ 線 Dと 第 1ト ラ ン ジ ス
タ M1の 第 2電 極 の 間 に 接 続 さ れ る 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ こ で 、 第 1電 極 は ド レ イ ン 電 極 及 び ソ ー ス 電 極 の 中 で い ず れ か 一 つ に 設 定 さ れ て 、 第 2
電 極 は 第 1電 極 と 異 な る 電 極 に 設 定 さ れ る 。 例 え ば 、 第 1電 極 が ソ ー ス 電 極 に 設 定 さ れ た ら
第 2電 極 は ド レ イ ン 電 極 に 設 定 さ れ る 。 そ し て 、 図 5に お い て 第 1な い し 第 6ト ラ ン ジ ス タ M1
な い し M6ら が Pタ イ プ MOSFETに 図 示 さ れ た が 、 本 発 明 が こ れ に 限 定 さ れ る の で は な い 。 た
だ し 、 第 1な い し 第 6ト ラ ン ジ ス タ M1な い し M6が Nタ イ プ MOSFETに 形 成 さ れ れ ば 、 当 業 者 に
広 く 知 ら れ た よ う に 駆 動 波 形 の 極 性 が 反 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の 第 1電 極 は 、 第 4ト ラ ン ジ ス タ M4を 経 由 し て 第 1電 源 ELVDDに 接 続 さ
れ て 、 第 2電 極 は 第 5ト ラ ン ジ ス タ M5を 経 由 し て 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDに 接 続 さ れ る 。 そ
し て 、 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 は ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstに 接 続 さ れ る 。 こ の よ
う な 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1は ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstに 充 電 さ れ た 電 圧 に 対 応 す る 電 流 を 有

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-286572 A 2007.11.1



機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDに 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3の 第 1電 極 は 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の 第 1電 極 に 接 続 さ れ て 、 第 2電 極 は
第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3の ゲ ー ト 電 極
は 第 n走 査 線 Snに 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3は 第 n走 査 線 Snで 走 査 信 号 が
供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ ン さ れ て 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1を ダ イ オ ー ド 形 態 で 接 続 さ せ る 。 す な
わ ち 、 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3が タ ー ン オ ン さ れ る 時 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1は ダ イ オ ー ド 形 態 で 接
続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2の 第 1電 極 は デ ー タ 線 Dに 接 続 さ れ て 、 第 2電 極 は 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1
の 第 2電 極 に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2の ゲ ー ト 電 極 は 第 n走 査 線 Snに 接 続
さ れ る 。 こ の よ う な 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2は 第 n走 査 線 Snに 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ
ン さ れ て デ ー タ 線 Dに 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 を 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の 第 2電 極 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 4ト ラ ン ジ ス タ M4の 第 1電 極 は 第 1電 源 ELVDDに 接 続 さ れ て 、 第 2電 極 は 第 1ト ラ ン ジ ス タ
M1の 第 1電 極 に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 4ト ラ ン ジ ス タ M4の ゲ ー ト 電 極 は 発 光 制 御 線 Enに 接
続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 4ト ラ ン ジ ス タ M4は 発 光 制 御 信 号 が 供 給 さ れ な い 時 (す な わ ち 、 ロ
ー の 発 光 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る 時 )タ ー ン オ ン さ れ て 第 1電 源 ELVDDと 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1を
電 気 的 に 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 5ト ラ ン ジ ス タ M5の 第 1電 極 は 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1に 接 続 さ れ て 、 第 2電 極 は 有 機 発 光 ダ
イ オ ー ド OLEDに 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 5ト ラ ン ジ ス タ M5の ゲ ー ト 電 極 は 発 光 制 御 線 Enに
接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 5ト ラ ン ジ ス タ M5は 発 光 制 御 信 号 が 供 給 さ れ な い 時 (す な わ ち 、
ロ ー の 発 光 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る 時 )タ ー ン オ ン さ れ て 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1と 有 機 発 光 ダ イ
オ ー ド OLEDを 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6の 第 1電 極 は ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cst及 び 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー
ト 電 極 に 接 続 さ れ て 、 第 2電 極 は 初 期 化 電 源 Vintに 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 6ト ラ ン ジ ス タ
M6の ゲ ー ト 電 極 は 第 n-1走 査 線 Sn-1に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6は 第 n-1
走 査 線 Sn-1に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ ン さ れ て ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cst及 び 第 1
ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 を 初 期 化 す る 。 こ の た め に 、 初 期 化 電 源 Vintの 電 圧 値 は デ ー
タ 信 号 の 電 圧 値 よ り 低 く 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 6は 、 デ マ ル チ プ レ ク サ と 画 素 の 連 結 構 造 を 詳 し く 示 す 図 面 で あ る 。
　 図 4及 び 図 6を 結 付 し て 動 作 過 程 を 詳 し く 説 明 す れ ば 、 ま ず 、 一 つ の 水 平 期 間 1H中 走 査 期
間 の 間 第 n-1走 査 線 Sn-1に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 。 第 n-1走 査 線 Sn-1に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ
れ ば 画 素 140R、 140G、 140Bそ れ ぞ れ に 含 ま れ た 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6が タ ー ン オ ン さ れ る 。
第 6ト ラ ン ジ ス タ M6が タ ー ン オ ン さ れ れ ば ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cst及 び 第 1ト ラ ン ジ ス タ M
1の ゲ ー ト 端 子 が 初 期 化 電 源 Vintに 接 続 さ れ る 。 す る と 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cst及 び 第
1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 が 初 期 化 電 源 Vintの 電 圧 に 初 期 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 後 、 デ ー タ 期 間 の 間 順 次 供 給 さ れ る 第 1制 御 信 号 CS1な い し 第 3制 御 信 号 CS3に よ っ て 第
1ス イ ッ チ ン グ 素 子 T1、 第 2ス イ ッ チ ン グ 素 子 T2及 び 第 3ス イ ッ チ ン グ 素 子 T3が 順 次 タ ー ン
オ ン さ れ る 。 第 1ス イ ッ チ ン グ 素 子 T1が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 第 1デ ー タ 線 D1に 形 成 さ れ た 第
1デ ー タ キ ャ パ シ タ CdataRに デ ー タ 信 号 に 対 応 さ れ る 電 圧 が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 2ス イ ッ チ ン グ 素 子 T2が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 第 2デ ー タ 線 D2に 形 成 さ れ た 第 2デ ー タ キ
ャ パ シ タ CdataGに デ ー タ 信 号 に 対 応 さ れ る 電 圧 が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 3ス イ ッ チ ン グ 素 子 T3が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 第 3デ ー タ 線 D3に 形 成 さ れ た 第 3デ ー タ キ
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ャ パ シ タ CdataBに デ ー タ 信 号 に 対 応 さ れ る 電 圧 が 充 電 さ れ る 。 こ の 時 、 画 素 140R、 140G、
140Bそ れ ぞ れ に 含 ま れ た 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2が タ ー ン オ フ 状 態 に 設 定 さ れ る か ら 画 素 140R
、 140G、 140Bに は デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 後 、 デ ー タ 期 間 に 続 く 走 査 期 間 の 間 第 n走 査 線 Snに 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 。 第 n走 査 線
Snに 走 査 信 号 が 供 給 さ れ れ ば 画 素 140R、 140G、 140Bそ れ ぞ れ に 含 ま れ た 第 2ト ラ ン ジ ス タ M
2及 び 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3が タ ー ン オ ン さ れ る 。 画 素 140R、 140G、 140Bそ れ ぞ れ に 含 ま れ た
第 2ト ラ ン ジ ス タ M2及 び 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 第 1デ ー タ キ ャ パ シ タ Cda
taRな い し 第 3デ ー タ キ ャ パ シ タ CdataBに 保 存 さ れ た デ ー タ 信 号 に 対 応 さ れ る 電 圧 が 画 素 14
0R、 140G、 140Bに 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ こ で 、 画 素 140R、 140G、 140Bに 含 ま れ た 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 の 電 圧 が 初
期 化 電 源 Vintに よ っ て 初 期 化 さ れ た の で (す な わ ち 、 デ ー タ 信 号 の 電 圧 よ り 低 く 設 定 さ れ
る か ら )、 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が タ ー ン オ ン さ れ る 。 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が タ ー ン オ ン さ れ
れ ば デ ー タ 信 号 が 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1及 び 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3を 経 由 し て ス ト レ ー ジ キ ャ パ
シ タ Cstの 一 側 端 子 に 供 給 さ れ る 。 こ の 時 、 画 素 140R、 140G、 140Bそ れ ぞ れ に 含 ま れ た ス
ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstに は デ ー タ 信 号 に 対 応 さ れ る 電 圧 が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ こ で 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstに は デ ー タ 信 号 に 対 応 さ れ る 電 圧 以 外 に 第 1ト ラ ン ジ
ス タ M1の 閾 値 電 圧 に 対 応 す る 電 圧 が 追 加 的 に 充 電 さ れ る 。 以 後 、 発 光 制 御 信 号 Eに 発 光 制
御 信 号 が 供 給 さ れ な い 時 (す な わ ち 、 ロ ー の 発 光 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る 時 )第 4及 び 第 5ト ラ
ン ジ ス タ M4、 M5が タ ー ン オ ン さ れ て ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstに 充 電 さ れ た 電 圧 に 対 応 さ
れ る 電 流 が 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDR、 OLEDG、 OLEDBに 供 給 さ れ て 所 定 輝 度 の 赤 色 、 緑 色
及 び 青 色 光 が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 で は デ マ ル チ プ レ ク サ 162を 利 用 し て 一 つ の 出 力 線 Oに 供 給 さ れ る デ ー
タ 信 号 を i個 の デ ー タ 線 Dに 供 給 す る こ と が で き る と い う 長 所 が あ る 。 し か し 、 図 4に 示 さ
れ た 本 発 明 の 第 1実 施 例 に よ る 駆 動 方 法 で は 、 一 つ の 水 平 期 間 1H中 走 査 期 間 の 間 の み ス ト
レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstに デ ー タ 信 号 を 供 給 す る か ら 十 分 な 充 電 時 間 を 確 保 す る こ と が で き
な い と い う 問 題 点 が あ る 。 実 際 に 、 デ ー タ 期 間 の 間 デ ー タ キ ャ パ シ タ Cdataに 十 分 な 電 圧
が 充 電 さ れ る よ う に 制 御 信 号 CSが 供 給 さ れ る 期 間 を 充 分 に 確 保 し な け れ ば な ら な い 。 し か
し 、 制 御 信 号 CSが 供 給 さ れ る 期 間 が 充 分 に 確 保 さ れ る よ う に 走 査 期 間 が 短 く な る か ら 充 電
時 間 が よ り 一 層 減 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 7は 、 本 発 明 の 第 2実 施 例 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 を 示 す 波 形 図 で あ る
。
　 図 7を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 2実 施 例 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 に お い て
、 走 査 駆 動 部 110は そ れ ぞ れ の 水 平 期 間 1Hの 間 走 査 信 号 を 順 次 供 給 す る 。 そ し て 、 走 査 駆
動 部 110は 2個 の 走 査 信 号 と 重 畳 さ れ る よ う に 発 光 制 御 信 号 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 デ マ ル チ プ レ ク サ 制 御 部 170は 、 そ れ ぞ れ の 水 平 期 間 1Hの 間 走 査 信 号 と 重 畳 さ れ る よ う
に 第 1制 御 信 号 CS1、 第 2制 御 信 号 CS2及 び 第 3制 御 信 号 CS3を 供 給 す る 。 こ こ で 、 第 1制 御 信
号 CS1、 第 2制 御 信 号 CS2及 び 第 3制 御 信 号 CS3は 互 い に 重 畳 さ れ な い よ う に 順 次 供 給 さ れ る
。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 120は 、 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 i個 の デ ー タ 信 号 R、 G、 Bを そ れ ぞ
れ の 出 力 線 Oに 順 次 供 給 す る 。 こ こ で 、 デ ー タ 駆 動 部 120は デ ー タ 信 号 R、 G、 Bの 間 に リ セ
ッ ト 電 圧 Vrを 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ れ を 詳 し く 説 明 す れ ば 、 デ ー タ 駆 動 部 120は 制 御 信 号 CS1、 CS2、 CS3が 供 給 さ れ る 時 制
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御 信 号 CS1、 CS2、 CS3と 重 畳 さ れ る よ う に デ ー タ 信 号 R、 G、 Bを 供 給 す る 。 例 え ば 、 デ ー タ
駆 動 部 120は 第 1制 御 信 号 CS1と 重 畳 さ れ る よ う に 赤 色 デ ー タ 信 号 Rを 供 給 し て 、 第 2制 御 信
号 CS2と 重 畳 さ れ る よ う に 緑 色 デ ー タ 信 号 Gを 供 給 す る 。 そ し て 、 デ ー タ 駆 動 部 120は 第 3制
御 信 号 CS3と 重 畳 さ れ る よ う に 青 色 デ ー タ 信 号 Bを 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た デ ー タ 駆 動 部 120は そ れ ぞ れ の デ ー タ 信 号 R、 G、 Bが 供 給 さ れ た 以 後 に 出 力 線 Oに リ
セ ッ ト 電 圧 Vrを 供 給 す る 。 例 え ば 、 デ ー タ 駆 動 部 120は 赤 色 デ ー タ 信 号 Rの 供 給 が 中 断 さ れ
た 後 、 出 力 線 Oに リ セ ッ ト 電 圧 Vrを 供 給 す る 。 こ こ で 、 リ セ ッ ト 電 圧 Vrは 第 1制 御 信 号 CS1
と 一 部 重 畳 さ れ て 第 2制 御 信 号 CS2が 供 給 さ れ る 前 ま で 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 デ ー タ 駆 動 部
120は 緑 色 デ ー タ 信 号 Gの 供 給 が 中 断 さ れ た 後 出 力 線 Oに リ セ ッ ト 電 圧 Vrを 供 給 す る 。 こ こ
で 、 リ セ ッ ト 電 圧 Vrは 第 2制 御 信 号 CS2と 一 部 重 畳 さ れ て 第 3制 御 信 号 CS3が 供 給 さ れ る 前 ま
で 供 給 さ れ る 。 ま た 、 デ ー タ 駆 動 部 120は 青 色 デ ー タ 信 号 Bの 供 給 が 中 断 さ れ た 後 出 力 線 O
に リ セ ッ ト 電 圧 Vrを 供 給 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ こ で 、 リ セ ッ ト 電 圧 Vrは 第 3制 御 信 号 CS3と 一 部 重 畳 さ れ て 次 の 第 1制 御 信 号 CS1が 供 給
さ れ る 前 ま で 供 給 さ れ る 。 こ の よ う な リ セ ッ ト 電 圧 Vrは デ ー タ 線 Dそ れ ぞ れ に 含 ま れ る デ
ー タ キ ャ パ シ タ Cdata(す な わ ち 、 寄 生 キ ャ パ シ タ )に 充 電 さ れ た 電 圧 を 初 期 化 す る た め に
使 用 さ れ る 。 こ の た め に 、 リ セ ッ ト 電 圧 Vrの 電 圧 値 は デ ー タ 信 号 の 電 圧 値 よ り 低 く 設 定 さ
れ る 。 言 い 換 え て 、 リ セ ッ ト 電 圧 Vrは デ ー タ 駆 動 部 120か ら 供 給 さ れ う 最 も 低 い デ ー タ 信
号 の 電 圧 よ り 低 い 電 圧 値 に 設 定 さ れ る 。 一 例 と し て 、 リ セ ッ ト 電 圧 Vrの 電 圧 値 は 初 期 化 電
源 Vintの 電 圧 値 と 同 じ く 設 定 さ れ う る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 6及 び 図 7を 結 付 し て 動 作 過 程 を 詳 し く 説 明 す る 。 図 6に は 第 n-1走 査 線 Sn-1及 び 第 n走
査 線 Snに 接 続 さ れ た 画 素 140が 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま ず 、 第 n-1走 査 線 Sn-1に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 。 第 n-1走 査 線 Sn-1に 走 査 信 号 が 供 給 さ
れ れ ば 画 素 140R、 140G、 140Bそ れ ぞ れ に 含 ま れ た 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6が タ ー ン オ ン さ れ る
。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6が タ ー ン オ ン さ れ れ ば ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstの 一 側 端 子 及 び 第 1
ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 が 初 期 化 電 源 Vintの 電 圧 に 初 期 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 一 方 、 第 n-1走 査 線 Sn-1で 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 第 1制 御 信 号 CS1な い し 第 3制 御
信 号 CS3が 順 次 供 給 さ れ る 。 す る と 、 第 1ス イ ッ チ ン グ 素 子 T1な い し 第 3ス イ ッ チ ン グ 素 子 T
3が 順 次 タ ー ン オ ン さ れ な が ら デ ー タ 線 D1な い し D3に デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 。 こ の 場 合
、 第 n走 査 線 Snに 走 査 信 号 が 供 給 さ れ な い た め 、 つ ま り 、 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2が タ ー ン オ フ
さ れ る か ら 第 n走 査 線 Snに 接 続 さ れ た 画 素 140R、 140G、 140Bに は デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ な
い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 以 後 、 次 の 水 平 期 間 の 間 第 n走 査 線 Snで 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 。 第 n走 査 線 Snで 走 査 信 号
が 供 給 さ れ れ ば 画 素 140R、 140G、 140Bそ れ ぞ れ に 含 ま れ た 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2及 び 第 3ト ラ
ン ジ ス タ M3が タ ー ン オ ン さ れ る 。 そ し て 、 第 n走 査 線 Snに 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間
第 1制 御 信 号 CS1な い し 第 3制 御 信 号 CS3に よ っ て 第 1ス イ ッ チ ン グ 素 子 T1、 第 2ス イ ッ チ ン グ
素 子 T2及 び 第 3ス イ ッ チ ン グ 素 子 T3が 順 次 タ ー ン オ ン さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 第 1ス イ ッ チ ン グ 素 子 T1が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 第 1出 力 線 O1に 供 給 さ れ る 赤 色 デ ー タ 信 号
Rが 第 1デ ー タ 線 D1に 供 給 さ れ る 。 第 1デ ー タ 線 D1に 供 給 さ れ る 赤 色 デ ー タ 信 号 Rは 赤 色 画 素
140Rの 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2を 経 由 し て 画 素 140Rに 供 給 さ れ る 。 こ の 場 合 、 赤 色 画 素 140Rの
第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 が 初 期 化 電 源 Vintに よ っ て 初 期 化 さ れ た の で 、 赤 色 画 素 1
40Rの 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が タ ー ン オ ン さ れ る 。 赤 色 画 素 140Rの 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が タ ー
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ン オ ン さ れ れ ば 赤 色 デ ー タ 信 号 Rが 赤 色 画 素 140Rの 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1及 び 第 3ト ラ ン ジ ス
タ M3を 経 由 し て ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstの 一 側 端 子 に 供 給 さ れ る 。 こ の 時 、 ス ト レ ー ジ
キ ャ パ シ タ Cstに は デ ー タ 信 号 及 び 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の 閾 値 電 圧 に 対 応 す る 電 圧 が 充 電 さ
れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 以 後 、 第 1制 御 信 号 CS1と 一 部 期 間 重 畳 さ れ る よ う に 出 力 線 O1に リ セ ッ ト 電 圧 Vrが 供 給 さ
れ る 。 出 力 線 O1に 供 給 さ れ る リ セ ッ ト 電 圧 Vrは 第 1デ ー タ 線 D1の 寄 生 キ ャ パ シ タ CdataR(す
な わ ち 、 デ ー タ キ ャ パ シ タ )の 電 圧 を リ セ ッ ト 電 圧 Vrの 電 圧 に 変 更 す る 。 一 方 、 第 1デ ー タ
線 D1の 寄 生 キ ャ パ シ タ CdataRが リ セ ッ ト 電 圧 Vrの 電 圧 に 変 わ っ て も 赤 色 画 素 140Rに 充 電 さ
れ た 電 圧 は 安 定 的 に 維 持 さ れ る 。 言 い 換 え て 、 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が ダ イ オ ー ド 形 態 に 接
続 さ れ る か ら ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstに 充 電 さ れ た 電 圧 は 第 1デ ー タ 線 D1に 再 供 給 さ れ ず
に 安 定 的 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 第 2制 御 信 号 CS2に よ っ て 第 2ス イ ッ チ ン グ 素 子 T2が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 第 1出 力 線 O1に 供
給 さ れ る 緑 色 デ ー タ 信 号 Gが 第 2デ ー タ 線 D2に 供 給 さ れ る 。 第 2デ ー タ 線 D2に 供 給 さ れ る 緑
色 デ ー タ 信 号 Gは 緑 色 画 素 140Gの 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2を 経 由 し て 画 素 140Gに 供 給 さ れ る 。 こ
の 場 合 、 緑 色 画 素 140Gの 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 が 初 期 化 電 源 Vintに よ っ て 初 期
化 さ れ た か ら 緑 色 画 素 140Gの 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が タ ー ン オ ン さ れ る 。 緑 色 画 素 140Gの 第 1
ト ラ ン ジ ス タ M1が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 緑 色 デ ー タ 信 号 Gが 緑 色 画 素 140Gの 第 1ト ラ ン ジ ス タ
M1及 び 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3を 経 由 し て ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstの 一 側 端 子 に 供 給 さ れ る 。
こ の 時 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstに は デ ー タ 信 号 及 び 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の 閾 値 電 圧 に 対
応 す る 電 圧 が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 以 後 、 第 2制 御 信 号 CS2と 一 部 期 間 重 畳 さ れ る よ う に 出 力 線 O1に リ セ ッ ト 電 圧 Vrが 供 給 さ
れ る 。 出 力 線 O1に 供 給 さ れ る リ セ ッ ト 電 圧 Vrは 第 2デ ー タ 線 D2の 寄 生 キ ャ パ シ タ CdataG(す
な わ ち 、 デ ー タ キ ャ パ シ タ )の 電 圧 を リ セ ッ ト 電 圧 Vrの 電 圧 に 変 更 す る 。 一 方 、 第 2デ ー タ
線 D2の 寄 生 キ ャ パ シ タ CdataGが リ セ ッ ト 電 圧 Vrの 電 圧 に 変 わ っ て も 緑 色 画 素 140Gに 充 電 さ
れ た 電 圧 は 安 定 的 に 維 持 さ れ る 。 言 い 換 え て 、 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が ダ イ オ ー ド 形 態 に 接
続 さ れ る か ら ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstに 充 電 さ れ た 電 圧 は 第 2デ ー タ 線 D2に 再 供 給 さ れ ず
に 安 定 的 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 第 3制 御 信 号 CS3に よ っ て 第 3ス イ ッ チ ン グ 素 子 T3が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 第 1出 力 線 O1に 供
給 さ れ る 青 色 デ ー タ 信 号 Bが 第 3デ ー タ 線 D3に 供 給 さ れ る 。 第 3デ ー タ 線 D3に 供 給 さ れ る 青
色 デ ー タ 信 号 Bは 青 色 画 素 140Bの 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2を 経 由 し て 画 素 140Bに 供 給 さ れ る 。 こ
の 場 合 、 青 色 画 素 140Bの 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 が 初 期 化 電 源 Vintに よ っ て 初 期
化 さ れ た の で 、 青 色 画 素 140Bの 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が タ ー ン オ ン さ れ る 。 青 色 画 素 140Bの
第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 青 色 デ ー タ 信 号 Bが 青 色 画 素 140Bの 第 1ト ラ ン ジ
ス タ M1及 び 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3を 経 由 し て ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstの 一 側 端 子 に 供 給 さ れ
る 。 こ の 時 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstに は デ ー タ 信 号 及 び 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の 閾 値 電 圧
に 対 応 す る 電 圧 が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 以 後 、 第 3制 御 信 号 CS3と 一 部 期 間 重 畳 さ れ る よ う に 出 力 線 O1に リ セ ッ ト 電 圧 Vrが 供 給 さ
れ る 。 出 力 線 O1に 供 給 さ れ る リ セ ッ ト 電 圧 Vrは 第 3デ ー タ 線 D3の 寄 生 キ ャ パ シ タ CdataG(す
な わ ち 、 デ ー タ キ ャ パ シ タ )の 電 圧 を リ セ ッ ト 電 圧 Vrの 電 圧 に 変 更 す る 。 一 方 、 第 3デ ー タ
線 D3の 寄 生 キ ャ パ シ タ CdataGが リ セ ッ ト 電 圧 Vrの 電 圧 に 変 わ っ て も 青 色 画 素 140Bに 充 電 さ
れ た 電 圧 は 安 定 的 に 維 持 さ れ る 。 言 い 換 え て 、 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が ダ イ オ ー ド 形 態 に 接
続 さ れ る の で ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstに 充 電 さ れ た 電 圧 は 第 2デ ー タ 線 D2に 再 供 給 さ れ ず
に 安 定 的 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 第 2実 施 例 に よ る 駆 動 方 法 で は 一 つ の 出 力 線 Oに 供 給 さ れ る デ
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ー タ 信 号 を i個 の デ ー タ 線 Dに 供 給 す る こ と が で き る か ら 製 造 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き
る と い う 長 所 が あ る 。 ま た 、 本 発 明 で は 1水 平 期 間 の 間 走 査 信 号 を 供 給 し て 、 走 査 信 号 が
供 給 さ れ る 期 間 の 間 制 御 信 号 CS1、 CS2、 CS3を 順 次 供 給 す る 。 そ し て 、 制 御 信 号 が 供 給 さ
れ る 期 間 の 間 所 望 の デ ー タ 信 号 を 供 給 す る こ と で デ ー タ 信 号 の 供 給 時 間 を 長 く こ と が で き
、 こ れ に よ っ て 画 素 140の 充 電 時 間 を 充 分 に 確 保 す る こ と が で き る と い う 長 所 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 、 出 力 線 Oに 供 給 さ れ る リ セ ッ ト 電 圧 Vrは 画 素 が 安 定 的 に 駆 動 さ れ る よ
う に す る 。 こ れ を 詳 し く 説 明 す れ ば 、 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 画 素 140R、 140G、 14
0Bそ れ ぞ れ に 含 ま れ る 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2が タ ー ン オ ン さ れ る 。 こ こ で 、 デ ー タ 線 D1な い
し D3が リ セ ッ ト 電 圧 Vrに よ っ て 初 期 化 さ れ な け れ ば 第 1制 御 信 号 CS1が 供 給 さ れ て 第 1ス イ
ッ チ ン グ 素 子 T1が タ ー ン オ ン さ れ る 期 間 の 間 緑 色 画 素 140G及 び 青 色 画 素 140Bの 画 素 電 圧 が
変 更 さ れ る 。 言 い 換 え て 、 第 1制 御 信 号 CS1が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 青 色 画 素 140Bの 第 2ト ラ
ン ジ ス タ M2を 経 由 し て デ ー タ キ ャ パ シ タ CdataBに 充 電 さ れ て い た 以 前 デ ー タ 信 号 の 電 圧 が
青 色 画 素 140Bに 供 給 さ れ る 。 す る と 、 初 期 化 電 圧 Vintに よ っ て 初 期 化 さ れ た 電 圧 が 以 前 デ
ー タ 信 号 の 電 圧 に 変 更 さ れ て 安 定 的 に 駆 動 さ れ な い と い う 問 題 点 が 発 生 さ れ る 。 例 え ば 、
第 3制 御 信 号 CS3が 供 給 さ れ て 第 3ス イ ッ チ ン グ 素 子 T3が タ ー ン オ ン さ れ て も 青 色 画 素 140B
の 電 圧 が 以 前 デ ー タ 信 号 の 電 圧 に 維 持 さ れ る 場 合 が 発 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 で は 制 御 信 号 CS1、 CS2、 CS3と 一 部 期 間 重 畳 さ れ る よ う に リ セ ッ ト
信 号 Vrを 供 給 す る こ と で 画 素 140で 所 望 の 電 圧 が 充 電 さ れ る よ う に す る 。 一 方 、 図 5に 示 さ
れ た 本 発 明 の 画 素 140は 初 期 化 電 源 Vintに 接 続 さ れ た 配 線 と 追 加 的 に 接 続 さ れ る た め 、 構
造 の 複 雑 に な る と い う 問 題 点 が あ る 。 こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に 図 8の よ う に 本
発 明 の 第 2実 施 例 に よ る 画 素 を 提 案 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 8は 、 本 発 明 の 第 2実 施 例 に よ る 画 素 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 図 8で は 説 明 の 便 宜 性 の た
め に 第 n-1走 査 線 Sn-1及 び 第 n走 査 線 Snに 接 続 さ れ た 画 素 を 示 す 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 8を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 2実 施 例 に よ る 画 素 140は 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDと 、 デ
ー タ 線 D、 走 査 線 Sn-1、 Sn及 び 発 光 制 御 線 Enに 接 続 さ れ て 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDを 制 御
す る た め の 画 素 回 路 142'を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDの ア ノ ー ド 電 極 は 画 素 回 路 142'に 接 続 さ れ て 、 カ ソ ー ド 電 極 は
第 2電 源 ELVSSに 接 続 さ れ る 。 第 2電 源 ELVSSは 第 1電 源 ELVDDよ り 低 い 電 圧 、 例 え ば グ ラ ウ ン
ド 電 圧 な ど に 設 定 さ れ る 。 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDは 画 素 回 路 142'か ら 供 給 さ れ る 電 流 量
に 対 応 さ れ て 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 な ど の い ず れ か 一 つ の 光 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 画 素 回 路 142'は 、 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1、 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2、 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3、 第 4ト
ラ ン ジ ス タ M4、 第 5ト ラ ン ジ ス タ M5、 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6及 び ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstを
具 備 す る 。 こ こ で 、 図 8で は 第 1な い し 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6ら が Pタ イ プ MOSFETに 示 さ れ た が
本 発 明 が こ れ に 限 定 さ れ る の で は な い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の 第 1電 極 は 第 4ト ラ ン ジ ス タ M4を 経 由 し て 第 1電 源 ELVDDに 接 続 さ れ
て 、 第 2電 極 は 第 5ト ラ ン ジ ス タ M5を 経 由 し て 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDに 接 続 さ れ る 。 そ し
て 、 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 は ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstの 一 側 端 子 に 接 続 さ れ る
。 こ の よ う な 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1は ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstに 充 電 さ れ た 電 圧 に 対 応 す る
電 流 を 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDに 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3の 第 1電 極 は 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の 第 1電 極 に 接 続 さ れ て 、 第 2電 極 は
第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3の ゲ ー ト 電 極
は 第 n走 査 線 Snに 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3は 第 n走 査 線 Snに 走 査 信 号 が
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供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ ン さ れ て 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1を ダ イ オ ー ド 形 態 で 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2の 第 1電 極 は デ ー タ 線 Dに 接 続 さ れ て 、 第 2電 極 は 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1
の 第 2電 極 に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2の ゲ ー ト 電 極 は 第 n走 査 線 Snに 接 続
さ れ る 。 こ の よ う な 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2は 第 n走 査 線 Snに 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ
ン さ れ て デ ー タ 線 Dに 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 を 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の 第 2電 極 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 第 4ト ラ ン ジ ス タ M4の 第 1電 極 は 第 1電 源 ELVDDに 接 続 さ れ て 、 第 2電 極 は 第 1ト ラ ン ジ ス タ
M1の 第 1電 極 に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 4ト ラ ン ジ ス タ M4の ゲ ー ト 電 極 は 発 光 制 御 線 Enに 接
続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 4ト ラ ン ジ ス タ M4は 発 光 制 御 信 号 が 供 給 さ れ な い 時 タ ー ン オ ン さ
れ て 第 1電 源 ELVDDと 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 第 5ト ラ ン ジ ス タ M5の 第 1電 極 は 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の 第 2電 極 に 接 続 さ れ て 、 第 2電 極 は
有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDに 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 5ト ラ ン ジ ス タ M5の ゲ ー ト 電 極 は 発 光
制 御 線 Enに 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 5ト ラ ン ジ ス タ M5は 発 光 制 御 信 号 が 供 給 さ れ な い 時
タ ー ン オ ン さ れ て 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1と 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDを 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6の 第 1電 極 は 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 に 接 続 さ れ て 、 第 2電 極
は デ ー タ 線 Dに 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6の ゲ ー ト 電 極 は 第 n-1走 査 線 Sn-1
に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6は 第 n-1走 査 線 Sn-1で 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る
時 タ ー ン オ ン さ れ て 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 を リ セ ッ ト 電 圧 Vrに 初 期 化 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 9は 、 本 発 明 の 第 2実 施 例 に よ る 画 素 と デ マ ル チ プ レ ク サ の 連 結 構 造 を 示 す 図 面 で あ る
。 図 9で は 第 n-1走 査 線 Sn-1及 び 第 n走 査 線 Snに 接 続 さ れ た 画 素 を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 図 7及 び 図 9を 参 照 す れ ば 、 ま ず 、 第 n-1走 査 線 Sn-1(以 前 走 査 線 )に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ
る と 同 時 に 第 n発 光 制 御 線 Enに 発 光 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る 。 第 n-1走 査 線 Sn-1に 走 査 信 号 が
供 給 さ れ れ ば 画 素 140R、 140G、 140Bそ れ ぞ れ に 含 ま れ た 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6が タ ー ン オ ン
さ れ る 。 そ し て 、 第 n発 光 制 御 線 Enに 発 光 制 御 信 号 が 供 給 さ れ れ ば 第 4ト ラ ン ジ ス タ M4及 び
第 5ト ラ ン ジ ス タ M5が タ ー ン オ フ さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 一 方 、 第 n-1走 査 線 Sn-1に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 第 1制 御 信 号 CS1、 第 2制 御 信 号
CS2及 び 第 3制 御 信 号 CS3が 順 次 供 給 さ れ る 。 第 1制 御 信 号 CS1が 供 給 さ れ れ ば 第 1ス イ ッ チ ン
グ 素 子 T1が タ ー ン オ ン さ れ て 赤 色 デ ー タ 信 号 R及 び リ セ ッ ト 電 圧 Vrが 順 次 供 給 さ れ る 。 こ
の 時 、 赤 色 画 素 140Rに 含 ま れ た 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6が タ ー ン オ ン 状 態 に 設 定 さ れ る の で 、
第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 及 び ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstの 一 側 端 子 が リ セ ッ ト 電 圧
Vrに 初 期 化 さ れ る 。 言 い 換 え て 、 赤 色 デ ー タ 信 号 R以 後 に 供 給 さ れ る リ セ ッ ト 電 圧 Vrに よ
っ て 赤 色 画 素 140Rに 含 ま れ た 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 及 び ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ C
stの 一 側 端 子 は リ セ ッ ト 電 圧 Vrに 変 更 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 同 じ く 、 第 2制 御 信 号 CS2が 供 給 さ れ る 時 緑 色 画 素 140Gに 含 ま れ た 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の
ゲ ー ト 電 極 及 び ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstの 一 側 端 子 が リ セ ッ ト 電 圧 Vrに 初 期 化 さ れ る 。
そ し て 、 第 3制 御 信 号 CS3が 供 給 さ れ る 時 青 色 画 素 140Bに 含 ま れ た 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ
ー ト 電 極 及 び ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstの 一 側 端 子 が リ セ ッ ト 電 圧 Vrに 初 期 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 以 後 、 第 n走 査 線 Sn(現 在 走 査 線 )に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 。 第 n走 査 線 Snで 走 査 信 号 が 供
給 さ れ れ ば 画 素 140R、 140G、 140Bそ れ ぞ れ に 含 ま れ た 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2及 び 第 3ト ラ ン ジ
ス タ M3が タ ー ン オ ン さ れ る 。 そ し て 、 第 n走 査 線 Snに 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 第 1制
御 信 号 CS1な い し 第 3制 御 信 号 CS3に よ っ て 第 1ス イ ッ チ ン グ 素 子 T1、 第 2ス イ ッ チ ン グ 素 子 T
2及 び 第 3ス イ ッ チ ン グ 素 子 T3が 順 次 タ ー ン オ ン さ れ る 。

10

20

30

40

50

(14) JP 2007-286572 A 2007.11.1



【 ０ ０ ９ ０ 】
　 第 1ス イ ッ チ ン グ 素 子 T1が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 第 1出 力 線 O1に 供 給 さ れ る 赤 色 デ ー タ 信 号
Rが 第 1デ ー タ 線 D1に 供 給 さ れ る 。 第 1デ ー タ 線 D1に 供 給 さ れ る 赤 色 デ ー タ 信 号 Rは 赤 色 画 素
140Rの 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2を 経 由 し て 画 素 140Rに 供 給 さ れ る 。 こ の 場 合 、 赤 色 画 素 140Rの
第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 が リ セ ッ ト 電 圧 Vrに 初 期 化 さ れ た の で 、 赤 色 画 素 140Rの
第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が タ ー ン オ ン さ れ る 。 赤 色 画 素 140Rの 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が タ ー ン オ ン
さ れ れ ば 赤 色 デ ー タ 信 号 Rが 赤 色 画 素 140Rの 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1及 び 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3を
経 由 し て ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstの 一 側 端 子 に 供 給 さ れ る 。 こ の 時 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ
シ タ Cstに は デ ー タ 信 号 及 び 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の 閾 値 電 圧 に 対 応 す る 電 圧 が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 以 後 、 第 1制 御 信 号 CS1と 一 部 期 間 重 畳 さ れ る よ う に 出 力 線 O1に リ セ ッ ト 電 圧 Vrが 供 給 さ
れ る 。 出 力 線 O1に 供 給 さ れ る リ セ ッ ト 電 圧 Vrは 第 1デ ー タ 線 D1の 寄 生 キ ャ パ シ タ CdataRの
電 圧 を リ セ ッ ト 電 圧 Vrの 電 圧 に 変 更 す る 。 一 方 、 第 1デ ー タ 線 D1の 寄 生 キ ャ パ シ タ CdataR
が リ セ ッ ト 電 圧 Vrの 電 圧 に 変 わ っ て も 赤 色 画 素 140Rに 充 電 さ れ た 電 圧 は 安 定 的 に 維 持 さ れ
る 。 言 い 換 え て 、 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が ダ イ オ ー ド 形 態 に 接 続 さ れ る の で 、 ス ト レ ー ジ キ
ャ パ シ タ Cstに 充 電 さ れ た 電 圧 は 第 1デ ー タ 線 D1に 再 供 給 さ れ ず に 安 定 的 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 第 2制 御 信 号 CS2に よ っ て 第 2ス イ ッ チ ン グ 素 子 T2が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 第 1出 力 線 O1に 供
給 さ れ る 緑 色 デ ー タ 信 号 Gが 第 2デ ー タ 線 D2に 供 給 さ れ る 。 第 2デ ー タ 線 D2に 供 給 さ れ る 緑
色 デ ー タ 信 号 Gは 緑 色 画 素 140Gの 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2を 経 由 し て 画 素 140Gに 供 給 さ れ る 。 こ
の 場 合 、 緑 色 画 素 140Gの 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 が リ セ ッ ト 電 圧 Vrに よ っ て 初 期
化 さ れ た の で 、 緑 色 画 素 140Gの 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が タ ー ン オ ン さ れ る 。 緑 色 画 素 140Gの
第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 緑 色 デ ー タ 信 号 Gが 緑 色 画 素 140Gの 第 1ト ラ ン ジ
ス タ M1及 び 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3を 経 由 し て ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstの 一 側 端 子 に 供 給 さ れ
る 。 こ の 時 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstに は デ ー タ 信 号 及 び 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の 閾 値 電 圧
に 対 応 す る 電 圧 が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 以 後 、 第 2制 御 信 号 CS2と 一 部 期 間 重 畳 さ れ る よ う に 出 力 線 O1に リ セ ッ ト 電 圧 Vrが 供 給 さ
れ る 。 出 力 線 O1に 供 給 さ れ る リ セ ッ ト 電 圧 Vrは 第 2デ ー タ 線 D2の 寄 生 キ ャ パ シ タ CdataGの
電 圧 を リ セ ッ ト 電 圧 Vrの 電 圧 に 変 更 す る 。 一 方 、 第 2デ ー タ 線 D2の 寄 生 キ ャ パ シ タ CdataG
が リ セ ッ ト 電 圧 Vrの 電 圧 に 変 わ っ て も 緑 色 画 素 140Gに 充 電 さ れ た 電 圧 は 安 定 的 に 維 持 さ れ
る 。 言 い 換 え て 、 第 1ト ラ ン ジ ッ ト M1が ダ イ オ ー ド 形 態 に 接 続 さ れ る の で 、 ス ト レ ー ジ キ
ャ パ シ タ Cstに 充 電 さ れ た 電 圧 は 第 2デ ー タ 線 D2に 再 供 給 さ れ ず に 安 定 的 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 第 3制 御 信 号 CS3に よ っ て 第 3ス イ ッ チ ン グ 素 子 T3が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 第 1出 力 線 O1に 供
給 さ れ る 青 色 デ ー タ 信 号 Bが 第 3デ ー タ 線 D3に 供 給 さ れ る 。 第 3デ ー タ 線 D3に 供 給 さ れ る 青
色 デ ー タ 信 号 Bは 青 色 画 素 140Bの 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2を 経 由 し て 画 素 140Bに 供 給 さ れ る 。 こ
の 場 合 、 青 色 画 素 140Bの 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 が リ セ ッ ト 電 圧 Vrに よ っ て 初 期
化 さ れ た の で 、 青 色 画 素 140Bの 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が タ ー ン オ ン さ れ る 。 青 色 画 素 140Bの
第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 青 色 デ ー タ 信 号 Bが 青 色 画 素 140Bの 第 1ト ラ ン ジ
ス タ M1及 び 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3を 経 由 し て ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstの 一 側 端 子 に 供 給 さ れ
る 。 こ の 時 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstに は デ ー タ 信 号 及 び 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の 閾 値 電 圧
に 対 応 す る 電 圧 が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 以 後 、 第 3制 御 信 号 CS3と 一 部 期 間 重 畳 さ れ る よ う に 出 力 線 O1に リ セ ッ ト 電 圧 Vrが 供 給 さ
れ る 。 出 力 線 O1に 供 給 さ れ る リ セ ッ ト 電 圧 Vrは 第 3デ ー タ 線 D3の 寄 生 キ ャ パ シ タ CdataGの
電 圧 を リ セ ッ ト 電 圧 Vrに 変 更 す る 。 一 方 、 第 3デ ー タ 線 D3の 寄 生 キ ャ パ シ タ CdataGが リ セ
ッ ト 電 圧 Vrの 電 圧 に 変 わ っ て も 青 色 画 素 140Bに 充 電 さ れ た 電 圧 は 安 定 的 に 維 持 さ れ る 。 言
い 換 え て 、 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が ダ イ オ ー ド 形 態 に 接 続 さ れ る の で 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ
タ Cstに 充 電 さ れ た 電 圧 は 第 2デ ー タ 線 D2に 再 供 給 さ れ ず に 安 定 的 に 維 持 さ れ る 。
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【 ０ ０ ９ ６ 】
　 上 述 し た よ う に 本 発 明 で は 一 つ の 出 力 線 O1に 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 を I本 の デ ー タ 線 Dに
供 給 す る こ と が で き る の で 、 製 造 費 用 を 低 減 す る こ と が で き る と い う 長 所 が あ る 。 ま た 、
本 発 明 で は 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 制 御 信 号 CS1、 CS2、 CS3を 供 給 す る の で 、 デ ー
タ 信 号 の 供 給 時 間 を 長 く す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 画 素 140の 充 電 時 間 を 充 分 に 確 保
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の 第 2実 施 例 に よ る 画 素 は デ ー タ 線 Dに 供 給 さ れ る リ セ ッ ト 電 圧 Vrに よ っ
て 初 期 化 さ れ る の で 、  初 期 化 電 源 線 を 省 く こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 開 口 率 を 向 上 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 以 上 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 こ れ は 例 示 的 な も の に
過 ぎ ず 、 当 該 技 術 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 で あ れ ば 、 多 様 な 変 形 及 び 均 等 な 他
の 実 施 形 態 が 可 能 で あ る と い う こ と を 理 解 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
【 図 １ 】 従 来 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 さ れ た デ マ ル チ プ レ ク サ を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 を 示 す 波 形 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 図 ２ に 示 さ れ た 画 素 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 さ れ た 画 素 と デ マ ル チ プ レ ク サ の 結 合 構 造 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 を 示 す 波 形 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 図 ２ に 示 さ れ た 画 素 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に 示 さ れ た 画 素 と デ マ ル チ プ レ ク サ の 結 合 構 造 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ０ 】
　 10、 110:走 査 駆 動 部
　 20、 120:デ ー タ 駆 動 部
　 30、 130:画 素 部
　 40、 140:画 素
　 50、 150:タ イ ミ ン グ 制 御 部
　 142、 142':画 素 回 路
　 160:デ マ ル チ プ レ ク サ 凸 部
　 162:デ マ ル チ プ レ ク サ
　 170:デ マ ル チ プ レ ク サ 制 御 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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